
山行報告書 

神戸勤労者山岳会 

 

１．参加者 井上圭右、井上裕子 

２．山域／ルート 富士山  ・ 南アルプスの山（入笠山・塩見岳・奥茶臼山） 

３．交通手段   自家用車 

４．行動記録 

① ８月 28日(月) ～ 29日(火) 富士山 （北口本宮富士浅間神社～剣ヶ峰）3776m 

・28日 : 北口本宮富士浅間神社 4:58－6:10 中の茶屋－7:14 馬返し－7:38 一合目 

－8:24 三合目－9:38 五合目佐藤小屋－11:08 七合目日の出館 

－12:17 八合目－12:53 八合目白雲荘（泊） 

・29日 : 白雲荘 1:50－2:37 八合五勺－3:20 九合目－4:10 久須志神社 5:15 

－浅間大社奥宮－6:05 剣ヶ峰 6:15－6:38 久須志岳 6:52－7:23 八合目 

－8:53 六合目－9:20 スバルライン五合目 =(バス)= 富士北麓駐車場 

 ② ８月 30日(水) 入笠山(にゅうかさやま) 1955m 

     沢入登山口 8:57－9:43 入笠湿原－9:50 御所平峠－10:15 入笠山 10:25 

－10:53 入笠湿原－11:36 沢入登山口 

③ ８月 31日(木) ～ ９月１日(金) 塩見岳 3052m 

・31日 : 越路ゲート 5:17－5:57 鳥倉登山口－7:30 仏の水－8:10 三伏峠－9:27 本谷山 

－11:10 塩見小屋 11:23－12:18塩見岳西峰･東峰 12:38－13:25 塩見小屋（泊） 

  ・１日 ： 塩見小屋 5:48－7:12 本谷山－8:24 三伏峠－10:08鳥倉登山口－10:45越路 

 ④ ９月２日(土) 奥茶臼山 2474m 

     しらびそ峠 5:20－5:57 前尾高山－6:40 尾高山－7:23 奥尾高山－8:10 岩本山 

     －9:14 奥茶臼山 9:28－10:17 岩本山－11:45 尾高山－13:03 しらびそ峠 

５．山行中の問題点・事故に繋がる要因 

a)予定のルート・日程で行動出来たか？ 予定通り 

 b)事故に繋がりそうな要因（ヒヤリハット）が発生したか？  なし 

c)パーティーで、山行中の事故に繋がる要因につき、山行後検討したか？  なし 

６．その他、ルートに関する情報・気がついた事など 

 ①富士山 

・北口本宮富士浅間神社から馬返しまでは傾斜のゆるい森林浴の道。馬返しから五合目までは石

畳や宿舎跡の残る富士参拝の歴史を感じる道。人もまばらで静かな登山が楽しめる。五合目を

越えると森林限界を抜け、六合目でスバルラインからの道に合流すると人が多くなる。七合目

くらいまでは道が広いので渋滞することはない。 

・平日にもかかわらずツアー客や外国人でごった返していた。他の山の登山者とは雰囲気が違い

タンクトップやジーンズ姿もあり、少しきつい観光を楽しんでいる様子。 

・宿泊した白雲荘（八合目）では夜９時頃までは宿泊客がひっきりなしに入ってきて、０時にな

るとツアー客は起こされ出発していた。小屋は夜中じゅう明かりが点り、小屋前では宿泊しな

い登山者が多く休憩しており、昼のように賑やか。 

・寝ているような雰囲気ではなく、１時過ぎに起き、２時前に出発。八合五勺あたりから大渋滞

で歩くより止まっている時間が多く肌寒かった。九合目を過ぎたあたりから風雨が強くなり、

久須志神社で夜明けまで雨宿り。５時過ぎに雨がやみ、雲の中にご来光を見ることができた。

悪天のためか、お鉢回りや剣ヶ峰に行く登山者は少なく、最高峰・標柱前の記念撮影はスムー

ズにできた。 



②入笠山 

・入笠山は甲斐駒・鋸岳から続く尾根上にあり、南アルプスの最北端に位置している。 

・ゴンドラがあり、湿原のある穏やかな山容のため、平日にもかかわらず人が多い。 

花の百名山だが、この時期は少なかった。 

③塩見岳 

・塩見小屋は木の香りがする新しい建物で、定員以上に宿泊できない予約制をとっているため快

適に過ごせる。食事もトマトやキュウリの生野菜もあり充実していた。トイレ（大・女性）は

支給された袋を便器につけて使い、その都度回収箱に捨てる仕組みになっている。（女性は２つ、

男性は１つを無料配付、後は１袋 200 円で買う。） 

④奥茶臼山 

・奥茶臼山は赤石岳・大沢岳から西に延びる尾根上にある奥深い山。 

・土曜日で天気も悪くなかったので、ほかの登山者もいることを期待したが、８時間近い山行に

もかかわらず、誰にも（クマにも）会わず私達２人だけだった。 

・登山口から奥茶臼山までいくつものピークを越えるアップダウンのコース。展望はあまりなか

ったが、見事な苔におおわれた林が続く幻想的な風景はほかの山では見られないもので、もっ

と登られてもいいのではと思った。 

                               ２０１７年９月５日 

報告者氏名  井上 裕子   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士登山のスタートは北口本宮富士浅間神社      中の茶屋に向かう道。まだゆるやか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬返し。ここからだんだん登りがきつくなる     六合目はもうすぐ。ここまでは静か。 

ここまで２時間位｡もうすぐ一合目。           バスで来る人と合流しにぎやかになる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３時 10 分。九合目手前､渋滞中          奇跡的に雨がやみ、ご来光に感激する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お鉢巡りは霧の中。剣ヶ峰も通る         上り下りは一方通行。ブルドーザー道を下る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入笠湿原。ゴンドラからも登れる        あいにく視界が悪く山岳パノラマが見えにくい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本谷山から､めざす塩見岳を見る。格好いい     山頂は岩がゴロゴロ 



 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

ゴロゴロした岩を下る。右上は頂上         赤い屋根の塩見小屋。手前から天狗岩､西峰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥茶臼山まで苔の絨毯がずーっと続く。見事     奥茶臼山頂上でおいしい食事 

 

富士山五合目までは花も             入笠湿原で 

 

 

 

 

 

塩見岳もいろんな花が        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾高山（奥茶臼山）付近で 

 

 

 

 


